
























2) ソウル市美術館西小門本館を対象として、1928 年に京城裁判所として建設され, 
終戦後は最高裁判所として利用された施設が、1998 年より設計競技を経て美術館に転用さ
れた経緯の詳細な分析を行った。この事例は、韓国における大規模な建築コンバージョン
を目指した最初の例であり、設計競技の企画の発案段階から利用開始までの複雑なプロセ
スを詳細に分析し、着工後に発覚した既存建物の構造欠陥による大幅な設計変更を経て、
結果的にはファサード保存に近い活用方式に変わった経緯を明らかにした。そして、準備
段階、コンペ要綱、審査、着工後の大幅な設計変更など、諸段階での改善すべき問題点を
考察した。 
3) 韓国国立現代美術館ソウル館を対象にした分析を行い、1932 年に京城医学専門学
校付属病院として建設され、終戦後は引き続き病院や軍施設などに利用された施設が、2010
年にアイディアコンペおよび上位入賞者による指名コンペによる二段階コンペ経て、美術
館へとコンバージョンされた経緯を詳細に分析した。上位入選したコンペの応募案を比較
分析し、当選案の計画的妥当性を検証すると共に、登録文化財である既存建物に対して当
選案はコンペ要綱の規定に沿った提案を行ったが、基本設計から実施設計を経る段階で、
様々な変更を余儀なくされたプロセスを明らかにし、設計競技を経てコンバージョンを行
うことの難しさを指摘した。 
4) 大韓民国歴史博物館を対象として、1960 年前後にアメリカの財政的、技術的支援
によって政府機関の庁舎として建設された施設が、2010 年よりアイディアコンペ、設計施
工一括入札という二段階方式で発注されて、博物館にコンバージョンされた過程の分析を
行うことで、設計者の関与の方式としては、改善すべき点があるものの、全体として円滑
に進められたコンバージョンのプロセスであったことを指摘した。また、外観上は既存外
壁を新しい材料に置き換えるという手法を採用することで、デザイン手法としても成功し
ていることを論じた。 
5) 3事例の比較考察を通じて、コンバージョンが着想された経緯や事前調査、設計競
技、設計から施工までのプロセスに関して、評価できる点や改善すべき点を整理して論じ
ることで、建築コンバージョンが成功するための進め方に関して、有用な指摘を行った。 
 以上、本論文は、重要な建築事例に関する分析・考察において、多くの事実を明らかに
することで、今後の建築コンバージョンの健全な展開にとって貴重な知見を得ており、建
築学の建築歴史・意匠分野の発展に寄与するところが大きい。それ故、本論文は、博士(建
築学)の学位を授与するに十分価値あるものと認められる。 
